褥瘡対策委員会　議事録
開催日　　平成　22年2月3日　（　水　）　　　　　　　　　　開催回数　第　10回
時　間　　15：00～15：30
場　所　　病院2階　会議室
記録者　　福士　亜希子
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＜褥瘡発生者の報告＞

・東病棟…１名　

今野　容子様→身体症状は悪化傾向（仙骨部褥瘡は、今後ポケット形成する可能性あり。

体位変換・処置の継続。

意識レベル低下傾向。

経管栄養中（メイバランス1-1-1）で栄養管理中も、体重減少傾向。

　高リスク者

※畑中　成夫　様→１ヶ月前と変わりなく経過中。今後も経過観察要す。

※乙部　純一郎様→皮膚異常なし。

・南病棟・・・０名

※上舘　ユキ様→仙骨部に突出があり、発赤がみられこの先、発生リスクが高いため、経過観察が必要。栄養状態改善の為、経管栄養の内容を変更。

・西病棟・・・なし

・北病棟・・・なし

・南寿　・・・なし

・南山苑・・・４名

・吉田　ルエ様～先月のDESIN　17点から19点へ悪化みられる。

　処置によるものなのか、中から出血みられている。

ポケットの周りが壊死してきている。

家族は外科的処置を消極的。

現在は食事（メイバランスミニ付き）は経口摂取中。

以前よりは栄養管理は出来ている。

・河村　ハツ様～先月のDESAIN　13点から11点へ減少。前回評価よりも改善している。ゲーベン処置2回/1日継続中。体圧分散マットは継続中。

・上村　よし様～12月18日にて右足第1跂の褥瘡は治癒。

　　　　　　　　１月25日に右大腿部骨折し、右膝が内側に骨が曲がっている部分と、シーネがぶつかっている部分に褥瘡が発生したと思われる。

　　　　　　　　２月２日に室岡整形定期受診日の際に、ドクターに褥瘡部分のシーネをカットして頂いている。

　　　　　　　　右膝内側のDESAIN　18点。7×5.5㎝　周りが炎症を起こしている。　

　　　　　　　　体位変換は仰臥位のみ。10時と16時にタッピング実施中。4～5名で。

　　　　　　　　洗浄後、ゲーベン1日2回で対応中。

　　　　　　　　経管栄養の方で、1年前に900ｍｌ→1200ｍｌへ増やしているが、体重

　　　　　　　　増加はなく経過している。

　　　　　　　　これ以上、褥瘡を増やさない、右膝を悪化させないように注意。

　　　　　　　　現在37℃台の発熱続いているが、原因不明。褥瘡によるものか経過観察していく。一般状態の観察を実施し、早期に気付き対応していく。

・依田　キワ様～前回治癒となっていたが、1月5日左腸骨に褥瘡発生。DESIN　7点

　　　　　　　　今月はDESIN９点と悪化傾向。

　　　　　　　　細長く大きくなっている。ポケットになっていかないように注意。

＜褥瘡についての勉強会＞

· 病院の立入り調査終了しています。

· 毎月の集計は確実に入力していきましょう。

· 南山苑においては、新たに入所された入所者へ、褥瘡予防診療計画書の作成をしていくようにしましょう。

· 次回委員会はH22　3/3（水）15：30～の予定です。







